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は じ め に

 この 小論の 目的は,ケ ニアのカ ンパ(Kamba)民 族1)の 女性 たちが物を入れて運ぶ

袋 物 「チ ョンド(kyondo)」 を 取 り上 げ,そ の製作過程を具体的に記述 し,さ らに チ ョ

ン ドとい う一つの物質か ら,カ ンパ の女性の生活を明 らかに しようと試 みるものであ

る。カ ンパで は,ア フ リカの他の多 くの民族 にも見 られるように,男 性 と女性 という

性の分類 が,生 業,労 働,価 値観,人 間観 や世界観 などにも見 られ,い ろいろな分野

で人間の基本的な分類 の基準 とな っている。 こ こで取 り上げるチ ョン ドとい う袋 物は,

女 性に よって作 られ,女 性 によって所有 され,女 性 によって使用 され るものであ り,

男 性が全 くタ ッチす ることの ない,女 性 の領域 の ものである。 カ ンパの女性 は,老 い

も若 きも誰 もがチ ョンドを編 み,大 小 さまざまなチ ョン ドを所有 し,使 っている。女

性 たちは,外 出す る時は どこへ行 くに もチ ョン ドを持 って出かけ,も のを運ぶ時 はな

んで もチ ョン ドに入れて運ぶ。 また,い つ も編みかけの チ ョン ドを持 っていて,い え

で休憩 してい る時(写 真1)や お しゃべ りを している時 はもちろん,訪 問先や集 会で,

*福 岡国際大学国際商学部

1)カ ンパ(Kamba)民 族はケニアに住むバ ンツー系の一民族で,人 口は約173万 人(1979年 人 ロ

センサス)で ある。カンバランドは九州と同じくらいの面積であり,そ の北部は広大な叢林地

帯となっており,そ のなかに人家と畑が,か なりの距離をおいて点在している。人びとは トウ

ジンビエ,ト ウモロコシ,マ メなどの農耕を営み,ウ シ,ヤ ギ,ヒ ッジなどの家畜を飼 って生

活している。なお,こ の小論に使用する資料は1970年4月 より1988年2月 まで5回,通 算6年

5カ 月間にわたって行なった調査によるものである。
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あ るいは,叢 林 の小道 を歩 いている時 に

はいつで も,手 はせ っせ と動か してチ ョ

ン ドを編んでい る。カ ンパの女性 にと っ

てチ ョン ドは,女 性 の生活,女 性の一生

と切 り離す ことのできない重要 なものな

のであ る。

 ここではまず,第1章 でチ ョンドが作

られ る過程 を記述す る。カ ンパのチ ョン

ドが どのよ うに して作 られ るのか,そ の

製作 過程 について,例 えば,チ ョン ドの

材料,糸 の撚 り方や染色の方法,チ ョン

ドの編 み方 などチ ョン ドの出来 上がるま

での過程について述べ,さ らにチ ョン ド

の模様 や種類について も明 らかにする。

この ことはカ ンパの人 びとの,物 を作 る

伝統技術 は勿論,色 彩感覚 や美 意識につ

いて考慮 す る上で もいろいろと示唆を与

えて くれ るもの と思 う。第2章 で は,チ

ヨンドという一つの物質から,カ ンパの女性の生活の諸側面を描 くことにする。すな

わち,女 性の生活,例 えば,外 出,訪 問,収 穫などにおいてチョンドがどのように使

われているかを記述することにより,カ ンパ社会における運搬の方法,交 換の様式,

人間関係のあり方などについて明らかにしたいと思う。

1.チ ョン ド製 作 の過 程

1) 糸 を 撚 る

 チョンドを編む糸の材料は,「 ムアンバ(muamba,バ オバブ)」(写真2)と いう木の

内側の樹皮である。カンパ北部の広大な叢林地帯には,い たるところにムアンバの巨

木が見られ,人 びとの生活と関係が深い。雨季には葉の生い茂るムァンバの木陰は,

人びとの恰好の憩いの場となる。 ムアンバの枝には蜜蜂の巣箱が掛けられている。ム

アンバの実は食用とされ,特 に子ども達が好んで食べる。また,ム ァンバの木には,

いろいろな精霊が宿 っていると信 じられており,多 くの宗教行事がムァンバの木の下
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写真2 ムアンバの木。チョンドの材料は,こ の木の内樹皮で作 られる

で行なわれる。例えば,雨 の精霊 「ララ(Lata)」 への雨乞い儀礼もムアンバの木の下

に50人,100人 と女性たちが集まって行なわれる。ただ,ム アンバは根が浅く,大 雨や

雷で倒れやすいので,こ の木のそばには,人 は決していえを建てたりはしない。

 ムァンバの幹の黒 っぽい表面の硬い皮を山刀などで叩き切るようにしてはが し,そ

の内側の淡いベージュ色をした樹皮を山刀で切り取る。 この切 り取った樹皮を 「イカ

ボ 佛 伽)」 という。 このイカボがチョンドを編む糸の材料である。 まず,イ カボを

口の中で噛めるくらいの大 きさに小さく丸める。 これを口の中に入れてよく噛むので

ある。何度も噛んでいるうちに,繊 維と津とに分けられて くる。 この津は唾液と一緒

に吐き捨てられ,口 の中には,や わらか くなった繊維質だけが残る。カンパの女性は

叢林の小道を歩いている時,い えで手仕事を している時,い つも口ではこれを噛み,

「ペッ!ペ ッ!」 と津を唾と一緒に吐いている。 この時の噛み方が足 りないと撚 られ

た糸は粗 く,出 来上ったチョンドの肌ざわりが悪いといわれる。女性の口の中で噛ま

れ,や わらか くなった繊維はカンパ語で 「イヤンビσ肋励 の」と呼ばれる。 これを自

然乾燥させたのち,糸 を撚るのであるが,こ の乾燥 した繊維は 「ウリー(癖 の」と呼

ばれ,唾 液で湿った状態のイヤンビとは区別される。 このウリーを沢山の細いひも状

の繊維に裂 く,左 足を軽い縦ひざにしてすわり,左 手に持 った2本 の細いウリーをの

せて前後にこするようにして糸を撚っていくのである。 こうして糸を撚ることをカン

パ語で 「クオコザ(勧 肋ζの」という。 左手で絶えず調整をしながら,撚 っているウ

リーが終 りに近づ くと新たにウリーを継ぎ足 しながら,長 い糸を撚っていくのである。

このクオコザはチョンドを編むことよりもむつかしいといわれる。撚られた糸は10セ
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ンチ メー トル幅 くらいに束ね られ る。 こう してチ ョン ドを編 む糸が準備 され る。 この

ムア ンバの糸は大 変丈夫 なもので,カ ンパでは例 えば,ひ ょうたんのひび割れを繕 っ

た り,ネ ック レスや ブレス レッ トなどの ビ0ズ 製 品を作 る糸 にもこれが用い られ る。

2)染 色

 撚 られた糸は ムア ンバの 内樹皮の色である淡いベ ー ジュ色 を してお り,し たが って

チ ョン ドの基本の色 もこのベージュ色である。 チ ョン ドは,そ の骨組みとなる縦糸 と

横糸 とで編んでい く。 この縦糸を カンパ語で 「ウニェ ンゼ(unyenze)」 と いい,横 糸 を

「キイ ンガ(kiinga)」 と いう。縦糸 ウニ ェンゼには染色は一切 なされない。これはチ ョ

ンドとして 出来上 ると縦糸は表面 に全 く出ないか らであ り,そ の ままの色で使 われ る。

これに対 し,横 糸 キイ ンガは,そ の ままのベージュ色 で使 われるほか,黒 と赤の2色

の色に染 め られ る。 染料 として は,赤 い色には赤土を水で こね,長 さ15セ ンチメー ト

ル くらいの細長 いかた ちに固めたものが使 われ る。 これはカ ンパ語で 「プー(mbuu)」

                             すす
とよばれ,市 な どで売 られている。 また,黒 い色には,か まどの煤 「ビヨ(m�o)」 が

使われ る。 染色の方法 は,赤 い色の場合は,ブ ーを適 当な大 きさに割 り,真 ん中の少

しへ こんだ平 らな石の上において砕 き,水 を加えて溶 き,赤 い液を作 る。これ に糸を

浸 して赤 く染 めるのであ る。黒 く染 めるのはか まどの煤を使 うと述べたが,か まどは

3つ の石 か らな って お り,女 の小屋2)の 中央の柱 の手 前にある。 女性は このか まどで

煮炊 きをす る。 かまどの3つ の石の間の三方 か ら薪を くべ,素 焼 きの 壷 や スフ リア

(薄 いアル ミの取手の ない円形 の鍋)で 煮炊 きをす るのであ るが,こ の壺やスフ リァ

の底,か まどの石 には,い つ も真黒 い煤がついてい る。 これに,水 を浸 したムァ ンバ

の糸を こす りつ け,ま た,水 に浸 して はこす りつける。 これを何度 も繰 り返 して糸を

黒色 に染め るので ある。 こうして横糸 にはべ一ジュ色の糸の他に,赤 色の糸 と黒色の

糸が準備 され,こ の3色 の糸を うま く組み合わせ ることに より,チ ョンドの模様が編

み出されてい くので ある。

3) チ ョン ド編 み

 カ ンパの女性 にと って チ ョン ドは物を入れて運ぶ唯一の袋物であ り,小 物入れ,買

い物入れ,収 穫 物入 れとその用途 はひろ く,多 様であ る。 したが って チ ョン ドもそれ

2)小 屋は草ぶきで土壁の丸い小屋である。小屋の中心に柱があり,女 の小屋にはその手前に3

 つの石からなるかまどがある。このかまどが,そ の小屋が女の小屋であることをあらわLて い

 る。男の小屋にはかまどはない。女の小屋は,子 どもが生まれると夫が妻に建ててやる。これ

 は女性がはじめて手にする自分の世界である。
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それの用途 に応 じて編 まれ,そ の大 きさ

もいろいろであ るが,一 般 に広 く編 まれ,

よ く使 われてい るのは,直 径約40セ ンチ

メー トル,深 さ約35セ ンチメー トル くら

いの もの,直 径約25セ ンチ メー トル,深

さ約20セ ンチメー トル くらいの もの,直

径約20セ ンチ メー トル,深 さ約15セ ンチ

メー トル くらいのものであ り,だ いたい

大 中小3種 類の大 きさに大別 され る。 こ

の ほかに も,さ らに小 さな子 ども用のチ

ョン ドや,も っと大 きな特大の チ ョン ド

もある。特大のチ ョンドは穀 物貯蔵小屋

に穀物を入れて保存 してお くために使わ

れるものであ る。

 チ ヨγドは道具 は使 わず・.手で編 まれ

る。 カ ンパ語で チ ョン ドを 編 む こ とを

「クシ ョナ チ ョン ド(kUS70nαkyondo)」

写真3 編 みかけのチョンド。 黒と赤に染色さ

    れた糸を使って模様を表現する

あるいは 「クワムビァ チョンド(kwambya k1ondo)」 という。チョンドはどんなに大

きなものでもどんなに小さなものでも編み方は同じである。底の中心か ら多数の横糸

を放射状に出し,中 心から螺施状に編んでいく。指先を使って縦糸の一本を拾い,こ

れを二本の横糸で挾んでよじり,次 の縦糸をまた二本の横糸で挾んでよじるといった

動作を繰り返して編んでいく。二本の横糸はチョンドの表と裏に交互に出るようにな

る。チ ョンドの底は平らかな円形に編まれ,側 面はその円形のまわりをそのまま編み

あげてい く(写 真3)。 編み終ると余った縦糸を切 って始末 し,糸 が解れないように

チョンドの口をムァンバの糸で くけて仕上げる。最後に口の両端ニカ所に耳をつける。

これはカンベ語で 「キクワトウ(鰍 ωσ切 」 といわれ,そ の作 り方は,古 い布切れを

細長 く丸めて芯を作り,そ の表面を くるむように糸で編んで覆う。 これを輪にしてチ

ョンドの口の両端に縫い付けてチョンドは完成する。 チョンドを使 う時は,こ の両耳

に牛皮の紐の両端を通 して結び,使 う。紐の長さは使 う人の身長によって異なるので,

人にチョンドを作ってやる場合は,紐 をつけずにおくのが普通である。
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4) チ ョン ドの模様i

 チ ョン ドの模様 は横糸の3色,つ ま り,糸 の地色であ る淡いベージュ色を基本 と し,

これに染色された赤色 と黒色,こ の3色 の組み合わせ によって作 られ る。女性 たちの

持 ってい るチ ョン ドを見 るとそれぞれに模様 が異な り,さ まざ まな模様があ るよ うに

見え る。が,カ ンパの人 びとがチ ョン ドの模様 と してあげるのは,「 イバ ン ドウ(加 π一

du)」,「 ムソ ンゲ(musonge)」,「 キレゲ レゲ(kiregerege>」 の3つ である。 イバ ン ドウ

とい うの は,赤 あ るいは黒の一色で何段 も編んで い くもので,チ ョン ドの地色 に入 る

赤 あるいは黒の大 きな横縞模様であ る。 キレゲ レゲ とい うのは,そ れぞれ色 の異 な っ

た2本 の横糸で数段編 んで出来 る格子模様であ る。 この3つ の模様が基本 の模 様であ

る(図1-(1))。 そ して例 えば,イ バ ンドウとム ソンゲを組み合 わせ たり,キ レゲ レゲ

を変化 させて縦縞模様を作 るなど して,い くつ もの複雑な模様 が作 られ るの で あ る

(図1-(2))。 カ ンパの女性 たちは,隣 近所の女性あるいは親 しい女性の編んだ チ ョン

ドを,そ のチ ョン ドの模様を見 て,そ れ が誰のチ ョン ドであるかがわか るほど,人 に

よって好みの模様 があ る。前 に も述 べたよ うに,カ ンパの女性 は誰で もチ ョン ドを編

む。 チ ョン ドの編 めない女性はいない。 しか し当然の ことなが ら,上 手下手 はあり,

あ の人 はチ ョン ドを編むのが うまい とか,あ の うちのおばあ さんの編んだ チ ョンドは

素晴 ら しいとか,あ るいは,彼 女のチ ョン ドは駄 目だなど,人 びとは うわさす る。で

はチ ョン ドの良 さはど うい うことで きま るので あろうか。 それ はまず第一 に手 で触れ

た感触 がやわ らかい ことで ある。 そのた めには前述 したよ うに,ム ア ンバ の内樹皮 を

口で噛む時 に時間をかけてよ く噛む ことである。 これを中途半端に噛んで撚 られた糸

を使 って編 まれた チ ョン ドはざ らざ らして肌ざわ りが よ くない。 第二に,底 がで こほ

こせず,一 枚 の円形の板 の ように平 らであ ること。 第三に編み目が揃 ってい ること,

第 四に赤や黒 の色 が濃 く,鮮 やかにでて いること。 これは糸の染色が十分 にな されて

図1 チ ョ ン ドの模 様

40



上田  カンパの チ ョン ドと女性の生活

いることが重要である。そ して最後に,こ れはその人の好みや感性の問題であるが,

チョンドの模様や形が全体として調和がとれ,美 しいことである。カンパの女性 は友

人や近所の人が新 しいチョンドを持 っていると,す ぐ手にとっていろいろと見ては感

想をいい,品 定めをする。 また,編 みかけのチ ョンドを持 っている人に出会うと,そ

れを手に していろいろと聞いたり批評 した りして必ず,数 段編んでやる。このような

態度は相手への礼儀であり,彼 女たちの楽 しみの一つでもある。

2.チ ョン ドにみ る女 性 の生 活

1) 外 出 とチ ョン ド

 女性 は老 いも若 きも外 出す る時はチ ョン ドを持 つて出かける。 村の中央 にあ る店や

週一回開かれ る市に買い物に 出かけ る時 は,空 のチ ョン ドを肩にかけ,あ るいは,チ

ョン ドの紐を首に してチ ョンドを背 中に回 し,出 かけ る。 そんな時,手 には必ず編み

か けのチ ョンドを持 つてい く。 途中,叢 林の小道の2時 間,3時 間 とかかる道程 を編

みなが ら行 くのである。 店 や市では砂糖,塩,バ ナナ,マ ンゴー,薬 品,ス カー フ,

オ イル,洗 剤な どの小 さな物か ら,衣 類,ウ シや ヤギの肉,ひ ょうたん にいたるまで,

買 った品物 はチ ョン ドに入れて運ぷ。 マメや トウジンビェなどの穀物をチ ョン ドに 入

れて運ぶ時 はチ ョン ドの口を縫い合わせ,こ ぼれない ようにす る。 この時使 われ る糸

は,チ ョンドを編む糸 と同 じムアンバの糸であ る。 チ ョン ドを背負 う方法 は,ま ず,

チ ョン ドの革紐を額 で支 え,う しろにまわ してチ ョン ドを背 中で背負 う。 したが って

写真4 チ ョンドを背負って叢林の小道を行く少女

4]
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重 い物を背負 う時は少 し前 かがみの姿勢 になる。手 は頭 の上で革紐を押 さえた り(写

真4),あ るいは革紐を首の両横あた りで握 った りする。 これが チ ョン ドを背負 う時

の一般 的なスタイルで ある。 このスタイルはチ ョンドに限 らず,カ ンパの女性が物を

運ぶ時の,例 えば,穀 物の 入 った稲米袋,薪,水 汲 みの時の 水の入 ったひ ょうたんな

どの運ぶ時の一般 的なスタイルで ある。 何十年 と重 い物をチ ョン ドに入れて運んで き

た年老 いた女性た ちの額 にはチ ョンドの 革紐の食 い込んだあとが見 られる。

 また,実 家や親戚の うち,知 人の うちに行 く時に は,「ウスー(usuu)」 といって トウ

ジ ンビエの粉を水で溶いて炊いた粥 状の飲み物やrウ ジ ンビエの酒,自 家製 のサワー

ミル クなどをひょうたんに入れてよ く土産に持 って い く。 この時,ひ ょうたんの表面

は自家製 のバタ ーを塗 って艶を出す。 カ ンパでは付 き合いの良い ことは大変価値あ る

ことであ り,そ の女性 が付 き合いの良 い女性か どうかは,彼 女のひ ょうたんを見れば

わか るといわれて いる。 それは物の やりとりをするたびにバターを塗 って艶を出すの

で,付 き合いの良 い女 性の ひ ょうたん はいつ もつやつやと輝 いているのである。 ウス

ーや トウジンビエの酒や サ ワー ミルクの 入ったひ ょうたん は トウモ ロコシの芯 で栓を

し,チ ョン ドに入れて持 って行 く。ムサ ンデ(musande,ト ウ ジンビエを炊いた もので

カ ンパの主食で ある)や ギマ(ngima,ト ウモ ロコシの粉 を熱湯に 入れ,こ ねなが ら炊

いた もの)な どの料理 は,ゼ レ(nthere,半 切 れのひ ょうたんの器)や 皿に 入れ,別 の

ゼ レや皿で蓋を して,こ れ もチョン ドに入れて運ぶ。前述 したようにチ ョンドは額で

革紐を支え,背 中で背負 うのであ るが,食 べ物や飲み物を運ぶ時は,キ セコ(kiseko,

幅115セ ンチメー トル,長 さ155セ ンチメー トル位の1枚 の布切れ。 畑仕事,家 事,薪

採 りや水汲み と,女 性 はいつで もこのキセコを腰に巻 いている。 それは前掛けに もな

れば,タ オル,汗 拭 き,風 呂敷,作 業着 にもなる)を チ ョン ドの上か らす っぽ りとか

ぶせ,な かの ものが見え ないようにする。 それ は途 中,ほ こりやごみ,木 の葉や棘,

虫 な どが入 らない ようにす るためで もあるが,し か し一番 の理由は,途 中,人 に出会

ってチ ョン ドのなかを覗か れないようにするためであ る。 人 は他人の チ ョンドのなか

を必ず とい っていいほど覗 き,吟 味する。 したが って覗かれて何 かされる危険がある。

特にムオィ(muoi,神 秘 的 な力を使 って相手に病気,不 運,死 などをもた らす力 ・ウ

オイを持 って いる人)に 出会 って チ ョン ドのなかを覗かれる と,な かの食べ物 や飲み

物に ウオイ(uoi)を か け られる恐れがあ り,こ れを防 ぐためにキセ コを用いて チ ョン

ドのなかの物が 見えないよ うにす るのである。
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2)贈 り物 とチ ョン ド

 贈 り物や土産を もって人のいえを訪問する場合,相 手のいえに着 くと贈 り物や土産

はチ ョンドに入れたまま,そ のいえの小屋の入 り口の地面に置いてお く(写 真5)。 そ

して,少 し離れて待 ってい る。 しば らく してそのいえの女主人 がや って きて,訪 問者

に挨拶を し,地 面に置かれたチ ョン ドを小屋の 中に運び入れる。 しか し,こ の間,地

面に置かれたチ ョンドやその 中身については,互 いに何 も語 らない。 これがカ ンパ に

おけ るもの を贈 る時の作法で ある。 小屋 の中で品物や料 理を取 り出されたチ ョンドは

その持 ち主 が帰 るまで小屋 の中央の柱か土壁にか けておかれる。 客が帰 る時は,そ の

いえの女性 たちが数名,か らのチ ョン ドを持 って途中まで送 って い く。 しば らく,叢

林の小道を見送 ってゆ き,別 れの挨拶をす る時にな って は じめて,チ ョン ドを持 ち主

であ る客 に手渡す。客 は,か らの チ ョン ドを貰 つて帰 る。 カ ンパの女性 は,客 の チ ョ

ンドを持 って必ず少 し送 って い く。 これが訪問を受けた者の客への礼儀なのであ る。

贈 り物や土産を入れて きた器 は,後 日,そ れにお返 しの 品を入れて返 しに行かな けれ

ばな らない。

 と ころで,カ ンパでは娘が恋人を訪ね る時は,よ く贈 り物を持 ってい く。贈 り物 と

してはバ ナナやマ ンゴーなどの果物,イ キエ(ikie,ト ウ ジンビエの粉をサワー ミル ク

で溶いたもの,お やつと して食 され る),ト ウジンビエの粉 などが一般 的である。 この

ような贈 り物を チ ョン ドに入れて恋人であ る若者 の小屋を訪ねて くるのであるが,こ

の時娘 が用い るチ ョン ドは普段,彼 女が使 っていないこの時のた めにのみ使 うチ ョン

ドである。 娘が外出用 に使 うチョン ドは直径20セ ンチメー トル,深 さ15セ ンチメ ー ト

写真5 訪 問先の小屋の入口に置かれた贈り物。運んできたチョンドに入れたまま

    小屋 の入り口に置く
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ル くらいの小型のチ ョンドで,こ れは彼女たちのハ ンドバ ッグといったところである。

娘が恋人を訪ねる時にだけ用いるチ ョンドも,サ イズの小型のチョンドであるが,こ

れは秘密にして使われるので,よ ほど親 しい人でない限 り,他 人が見てもそれが誰の

チョンドであるかわからない。恋人の小屋を訪ずれると,娘 は贈 り物をチョンドに入

れたまま,若 者に手渡す。若者は自分の姉妹か兄嫁,あ るいは祖母に,「僕の小屋にチ

ョンドがあるから母さんのところに持っていつて くれ」と言 う。 このような贈 り物は

若者一人で食べるといったものではな く,彼 の母親によって,家 族の者,特 に女性や

子ども達に分配され,み んなで食されるのが習わ しである。 ただ,カ ンパでは,母 親

と息子というのは大変強い畏敬関係にあるので母親は息子の小屋に入ることはできな

いし,ま た,息 子も自分の恋人の贈り物を直接,母 親に手渡すことはできない。こん

な時,贈 り物の入ったチ ョンドを母親のところに持っていったり,訪 ねてきている娘

にはお茶や料理を出して持てなしたりするのは若者と冗談関係にある彼の姉妹に兄嫁,

祖母などである。 ただ,彼 女たちを通して母親は訪ねてきている息子の恋人について

実にくわしく知ることができるのである。なお,こ の場合,か らのチョンドは,す ぐ

に娘に返されるのではな く,次 に彼女が訪ねて くる日までそのままに しておかれる。

ただし,こ れは息子の小屋にも母親の小屋にも置かれることはない。 なぜなら,チ ョ

ンドは女性の持ち物であ り,ま た,母 親と息子の恋人とは息子を通 して畏敬関係にあ

るからである。 チョンドは彼の姉妹か兄嫁,あ るいは祖母の小屋の,し かも人 目に付

かぬ所に置いておかれるのが習わしである。 そして,次 に娘が訪ねて来る前Bに,い

えの者は娘への土産の品をそのチョンドに入れてお返 しの準備をしておかなければな

らない。

3) 収穫 とチ ョン ド

 畑 の作 物を収穫す る時 にもチ ョン ドが使 われる。 カ ンパの農耕 は焼 き畑農耕で,主

に主食 の トウジンビエや トウモ ロコ シ,マ メ類 などが作 られ る。年2回 の雨季(10月

～1月,3月 ～4月)が 農作業の時期で,雨 季 の始 めに植え付 けを し,途 中1回 か2

回 除草をす る。そ して乾季の始 めに収穫をす る。 収穫 は女性の仕事 である。 トウジン

ビエは乾燥 した後,穂 だけを収穫す る。 手頃な大 きさの チ ョン ドを肩 にか け,矢 じり

で穂先だ けを切 ってチ ョン ドに入れてい く。 肩にかけたチ ョンドが一杯にな ると地面

に置かれてい る大 きなチ ョンドに移す。 これを繰 り返 して大 きなチ ョン ドが一杯にな

ると,穀 物貯蔵小屋 へと運ぶのである。 収穫の頃になると,ト ゥジンビェや トウモロ

コシ,マ メ類 などのび っしりと詰ま った大 きなチ ョン ドを畑か らいえの貯蔵小屋へ と
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写真6 畑から収穫物をチョンドに入れて穀物貯蔵小屋へ運ぶ女性たち。うしろの木は

   ムァ ンバの木である

運ぶ女たちの姿が叢林のあちこちで見 られるようになる。カンパの女性たちは除草や

収穫などの畑仕事を共同で行なうグループを作つている。 このグループは隣近所や気

のあった女性たちが20人,30人 と集まって作 られている。なかには50人 からなる大き

なグループもある。収穫の時期には同じグループの女性たちが集まり,メ ンバーたち

の畑の収穫作業を共同で行ない,互 いに助けあう。 グループでの収穫作業は大勢の女

性たちが農作業の合間,合 間に歌い踊るといった大変にぎやかな光景がよく見 られる。

収穫物のびっしりと詰まった大 きなチョンドを背負い,あ るいは,頭 に乗せて貯蔵小

屋まで一列になって運ぶ女たちの顔は収穫の喜びにあふれ,そ の足取りも軽い(写 真

6)。 カンパの女性がチョンドに物を入れて運ぶスタイルは前にも述べたようにチョ

ンドの革紐を額で支え,背 中でチョンドを背負うというものである。 しか し,収 穫物

を大きなチ ョンドに入れて運ぶ時に限 り,そ のチョンドを頭の上に乗せて運ぶ人もい

る。

4) ク ラン会議 とチ ョン ド

 カンパの社会は25の クランよりなる。各クランによる地域ごとにクランの長がおり,

このクランの長を中心にその地域の クランの成員によるクラン会議が開かれる。クラ

ン会議にはクランの成員であれば男性でも女性でも,老 いも若きもだれでも出席する

ことができる。クラン成員間のもめごとや紛争の調停や解決はクラン会議で行なわれ

る。親と子,夫 婦,妻 同士といった家族内のもめごと,成 員間の土地争い,殺 傷事件,

妖術 ・邪術事件,ウ シなど家畜が畑を荒らした事件,婚 資未払い問題,離 婚問題など
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いろいろな問題やもめごと,紛 争がクラン会議で調停 ・解決される。また,成 員のだ

れかが殺傷事件を起こし,そ の賠償を払わなければならない場合,あ るいは成員であ

る子どもが学資に困っている場合にもクラン会議が開かれ,み んなで少 しずつ出し合

う。 このようにクラン会議はその成員にとって重要な相互扶助の機関でもある。会議

は0般 には訴えた人のいえの近 くの叢林で夕方から開かれ,夜 明けまで続けられるこ

とが多い。 クランの長を始め,各 いえの長である古老たちを中心に焚火を囲んで開か

れる。女性たち(主 として妻たち)は ムサンダィ(ト ウジンビェを炊いたもの,カ ン

パの主食),ウ スー(ト ウジンビエの粉で作 られた粥状の飲み物)や 飲み水などを持っ

てやって くる。 この場合も彼女たちはこれらをひょうたんやンゼレ(ひ ょうたんを縦

半分に した器),に 入れ,そ れをチ ョンドに入れて運んで くる。 これら女性たちによっ

て運んでこられた料理や水は出席者全員に配 られ,食 される。

 ところで,ク ラン会議において,も めごとや紛争の調停 ・解決にあたり,例 えば,

人が他人のものを盗んでいるのに白状しなかったり,他 人にウオィ(相 手を病気や不

幸にする神秘力)を 行使しているのに否定 し続けたり,あ るいは,喧 嘩をしたその罰

として,鞭 打ちが言い渡される場合がある。 これはみんなの前に出され,木 の枝で打

たれるのである。そして,こ の時,チ ョンドが使われるのである。数名の見張 り役の

若者たちがそれぞれに長い木の枝の鞭を手に鞭打ちを言い渡された人を取り囲む。彼

らのうちの誰か一人がクランの長に指名されて鞭を打つのであるが,こ の時,ま ず最

初に鞭を打たれる人の頭にチョンドが被せられるのである。女性たちのチョンドの中

から手頃なものが選ばれ,そ れを鞭を打たれる人の頭にす っぽ りと被せ,首 のところ

を紐で軽 くしばる。それか ら,鞭 を打つのである。チョンドは編み目が詰まっていて

これを被ると全 く何 も見えない。 こうすると若者たちのうち,誰 が鞭で打 ったか,打

たれた本人にはわからず,あ とに恨みを残さなくて済むと人びとは説明する。クラン

会議にもチョンドは無 くてはならないものの一つである。

お わ り に

 以 上,ム ア ンバ(バ オバブ)の 内樹皮を材料 として編まれ る,い わゆ るカンパの伝

統的なチ ョン ドについて見て きたが,最 近では,毛 糸やナイロ ン糸で編 まれたチ ョン

ドもよく見か けられるよ うに なって きた。 毛糸 を使 う場合は,表 面 に出ない縦糸に は

ムァ ンバの糸を使 って腰 を強 くし,横 糸 に毛糸が使 われ る。横糸 に毛糸を使 うことに

よって,い ろいろな色 の模様 を表現す ることがで き,従 来 のベージュ,赤,黒 の3色
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のチ ョン ドに比べ,自 分の好 みの色を使 った,し かも幾 種類 もの色を使 ったチ ョンド

を作 ることがで きるよ うに なった。 その上,毛 糸のチ ョン ドはムア ンバのチ ョン ドに

比べてやわ らか く肌 ざわ りが良 い。 これも毛糸のチ ョン ドが好 まれ る理由の0つ であ

る。 また,最 近,特 に若 い娘た ちの間で流行 してい るのがナイロ ン糸で編まれたチ ョ

ンドであ る。 最近の急速 な交通機 関の発達 や貨幣経済の浸透によ り,叢 林の中の市に

も都市の商人 たちがや って きていろいろな 日用雑貨 や衣類が売 られるよ うになった。

したがって毛糸や ナイ ロン糸 も容易 に手 に入れることがで きるようになって きた こと,

若 い女性た ちの間で テーブル クロスなどの レース編 みが流行 っていることなどと相 ま

って,ナ イロンの糸を材料にか ぎ針でチ ョン ドを編 む娘た ちが増えて きたのであ る。

これはチ ョンドの形 はムア ンバの もの と同 じであ るが,し か し,一 本の糸 をかぎ針で

編む とい う編み方 であ り,従 来の縦糸 と横糸 とで手 で編 む とい う方法 とは全 く異 な っ

たものである。娘 た ちの外 出用 のハ ンドバ ッグといった小型 のチ ョンドはたいていナ

イロンの糸で編 まれ,使 われている。 ・

 と ころで,毛 糸のチ ョン ドもナイロン糸 のチ ョン ドも0生 使えるムア ンバのチ ョン

ドに比べ ると弱 く,長 持 ち しないのが欠点であ る。 特にナイロン糸 のチ ョン ドは熱に

も弱 く,重 い物を入れ ると伸びて しま う。 したが って大 きいチ ョン ド,物 を入れて運

ぶチ ョン ドには従来の ムア ンバの チ ョン ドが使われる。 また,ム ァ ンバ のチ ョン ドは

叢林 にはえてい るムア ンバの木の内樹皮 から作 られ るので,材 料 は好むだけどれ だけ

で も,し かも誰 もが手 に入れる ことがで きる。 しか し,毛 糸 やナイロン糸 は市で購入

しな ければな らず,材 料費 が高 くつ き,現 金収入の少ない村人 にとって は誰 もが買え

るわ けではない。

 今 日で も,カ ンパの女性はムア ンバの糸 でチ ョン ドを編み,ム ァ ンバの チ ョン ドを

使 っている。 チ ョン ドの主流 はムア ンバのチ ョン ドで ある。が,同 時に,毛 糸やナ イ

ロン糸を使い,バ ラエテ ィーに富んだ色のチ ョン ドを編 み,使 用 しは じめた。勿論,

材 料 や編 み方,色 彩 はさまざまであ るが,し か し,こ の場合で もチ ョン ドの形や模様

は伝統的なムアンバのチ ョン ドと同 じであ り,女 性の手仕事 としての チ ョン ド編 み,

チ ョン ドの使 い方,チ ョン ドで物 を運ぶスタイル,チ ョン ドとの かかわ り方,チ ョン

ドへの思 いは何 ら以前 と変 りはない。 彼女 たちにとってチ ョン ドは今 日で もな くては

な らない唯0の 袋物なのであ る。 ただ,今 後,伝 統的 なムァ ンバのチ ョンドを作 るこ

とので きる人 は少な くな って くるだろうと思われる。 とい うのは,繊 維を 口で噛んだ

り,糸 を撚 った りす る若い女性の姿 が見 られな くな ってきたか らである。
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付 記

 本稿は,昭 和62年3月20日 におこなわれた国立民族学博物館の共同研究 「アフリカ諸民族の技

術誌の整理と分析」(代 表者:和 田正平)に おいて報告 した 「カンパのチ・ンド」をもとに,討

論の成果を加え,加 筆修正し,論 文として提出したものである。
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